
「財産に関する調書 ２物品」における過年度調書の報告誤りの処理について 

 

取得価格が100万円以上の物品について、年度中の増減及び年度末残高を報告していますが、令和７年度の調書

作成にあたり、年度末残高と財務会計システム及び各所属報告数値を照合したところ、過年度の増減数が誤ってい

たことから、令和７年度中の増減高に、当該訂正分を含めて作成しています。 

別紙は「決算年度中増減高」について、不整合の修正値を（ ）で内数を記載したものです。 

１ 修正内訳 

区分 

R6年度末現在高 
差異 

（① -②） 

左記内訳（発生年度別） 

【正】① 
（修正後数値） 

【誤】② 

（既報告数） 
～R3 R4 R5 R6 

食器洗浄機 13 14 △1    △1  

その他の一般事務用雑品 2 3 △1    △1  

機能訓練用機器 5 6 △1  △1   

試験・検査機器 658 660 △2  △1  △1  

その他の計器（その他） 60 59 1     1  

自走式農業用機器 80 81 △1    △1  

その他の農業用機器 69 68 1 1    

その他の作業用機器（金属製） 160 156 4   3   1  

その他の作業用機器（その他） 49 50 △1    △1  

その他の特殊通信機器 27 29 △2    △2  

映写映像機器 28 27 1     1  

体操・トレーニング用具 56 57 △1  △1   

その他の収蔵物 28 26 2     2  

美術品 711 709 2 14 △42   23  7 

建設機械に該当する特殊自動車 242 238 4      4  

特殊用途自動車 124 126 △2    △2  

軽自動車 75 77 △2    △2  

 計  1 15 △42  21 7 

【項目を誤って記載したもの】 

R５：「ビニールハウス」に計上すべきところ「プレハブ建物」に「△1」計上  

R６：「遊具・玩具（その他）」に計上すべきところ「遊具・玩具（金属製）」に「８」計上 
 
＜参考＞・備品購入費で購入手続きした物品は、財務会計システムに備品として自動登録されます。 

・委託料で制作・購入した物品は、所管課が財務会計システムに備品登録します。 
・美術品、博物館・図書館資料は、所管課が別に整理しています。 

２ 要因 

当該調書の物品に係る「決算年度中増減高」は、毎年度、各所属からの報告及び財務会計システム等の登録デ

ータに基づき、年度中の増減を抽出・集計して作成しているが、以下により増減数について報告漏れ及び誤報告

が生じていた。 

① 処分済みの物品や備品購入費以外で取得した物品、基金で購入した物品について、正しく報告に反映されて

いなかった。 

② 各所属からの報告数値を集計する際に、転記時の項目誤り等があった。また、報告数値と財務会計システム

の登録数値との突合が不十分であったため、各所属の報告誤りに気付くことができなかった。 

３ 再発防止策 

・各所属に備品の取得時及び処分時の手続を徹底する。その上で、調書作成における照会時に、作業内容（現物

チェック、財務会計システム登録内容との照合など）について、フロー図による事務手順及び記入上の注意事

項を分かりやすく示す。 

・会計指導課における調書作成の事務手続きについて、担当が異動等しても適切に実施できるようマニュアル化

するとともに、各所属の報告数値と財務会計システム登録数値との確認を複数人で行う。 
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